
洗濯は戸外のかめに貯めた水を利用。

　

タ
イ
の
農
村
社
会
・
農
業
経
済
、
社

会
開
発
の
現
場
の
課
題
と
取
り
組
み
の

実
態
を
理
解
す
る
た
め
、
タ
イ
に
一
〇

日
間
滞
在
し
ま
す
。
長
年
、
タ
イ
研
究

に
取
り
組
む
重
冨
先
生
の
人
脈
で
、
農

村
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
実
現
。
企
業

訪
問
や
大
学
生
と
の
交
流
も
行
い
ま
す
。

 

「
素
直
で
明
る
い
明
学
生
た
ち
は
タ

イ
の
人
に
と
て
も
愛
さ
れ
て
い
る
。
学

生
が
農
村
で
感
じ
る
の
は
家
族
の
形
の

違
い
。
日
本
と
異
な
り
、
近
所
の
人
が

気
軽
に
家
に
出
入
り
し
、
初
め
て
会
う

明
学
生
も
『
娘
』『
息
子
』
と
呼
び
大
切

タ
イ
の
農
村
で「
生
き
る
こ
と
」

に
つ
い
て
体
感
す
る

教員の助言を受けつつ、
目標設定等を学生が行
います。

　

原
爆
投
下
後
、
今
な
お
続
く
核
時
代
。

リ
レ
ー
形
式
の
授
業
で
、
現
在
の
課
題

を
考
え
る
明
治
学
院
共
通
科
目
（
国
際

平
和
研
究
所
提
供
）で
す
。国
際
N
Ｇ
O

の
平
和
首
長
会
議
か
ら
も
認
め
ら
れ
た

「
広
島
・
長
崎
講
座
」
で
は
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ

る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標
で
す
。

　

国
際
平
和
研
究
所
所
長
で
も
あ
る
高

原
先
生
は
、「
核
軍
縮
の
研
究
者
と
し

て
、
世
界
情
勢
へ
の
危
機
感
か
ら
二
〇

〇
四
年
の
開
講
に
至
っ
た
。
学
生
た
ち

は
被
爆
者
の
証
言
を
じ
っ
く
り
聞
き
、

授
業
後
の
交
流
も
行
い
ま
す
。
い
ま
I

 「
被
爆
国
」の
学
生
と
し
て

学
び
、知
識
を
深
め
る

ゲストは核実験の現場を取材したフォト
ジャーナリスト、豊﨑博光さん。

 

国
際
学
部（
国
際
学
科
） 

 │
春
学
期
集
中
│
横
浜
│

 「
校
外
実
習
B
」

 心理学部（教育発達学科） 
 │土曜1・2限│秋学期│白金│ 

 「特別支援臨床実習B※」

明
治
学
院
共
通
科
目

 │
木
曜
5
限
│
春
学
期
│
横
浜
│

 「
現
代
平
和
研
究
1

～
広
島・長
崎
講
座
」

Ｔ
の
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
実
際
に
人

に
会
い
、
肉
声
に
耳
を
傾
け
て
考
え
る

経
験
が
大
切
」と
話
し
ま
す
。

　

授
業
担
当
の
渡
辺
先
生
は
「
一
般
に

も
公
開
し
て
い
る
授
業
な
の
で
学
生
と

聴
講
生
と
が
意
見
を
交
わ
す
こ
と
も
。

原
爆
の
被
害
は
私
た
ち
で
終
わ
り
に
し

て
ほ
し
い
と
語
る
被
爆
者
や
、
核
実
験

の
被
害
地
を
取
材
し
た
記
者
な
ど
、
現

場
を
知
る
人
の
話
を
聞
き
、
事
実
を
検

証
し
て
ほ
し
い
。
戦
争
の
一
番
の
被
害

者
は
子
ど
も
な
ど
立
場
の
弱
い
人
。
戦

争
自
体
が
差
別
的
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

で
ほ
し
い
」と
熱
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

一緒に授業を受ける一般の方の
お話も聞ける貴重な授業でした。
知らなかった事実や、自分には
ない考え方に何度も驚かされま
した。関連書籍を読んだり、ニ
ュースに敏感になったり、実際
に見に行ったりと、自分から学
ぼうと動くようになりました。

新たな観点から
「戦争」について学ぶ
堀内萌奈 （政治1年）

　

学
校
・
家
庭
生
活
で
困
難
を
感
じ
る

子
ど
も
の
心
理
・
教
育
支
援
、
支
援
者

と
し
て
の
適
切
な
態
度
を
実
践
的
に
学

ぶ
実
習
形
式
の
授
業
で
す
。
心
理
学
部

付
属
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
で
相
談
し
て

い
る
子
ど
も
と
保
護
者
の
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。
チ
ー
ム
で
準
備

と
実
践
を
繰
り
返
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

小
林
潤
一
郎
先
生
は
「
子
ど
も
の
特

性
を
把
握
し
、
目
標
・
計
画
を
立
て
て

支
援
し
、
振
り
返
る
こ
と
は
教
員
と
し

て
社
会
に
出
て
す
ぐ
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
。
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
行
え
る
学

生
時
代
の
今
、
き
ち
ん
と
行
う
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
し
っ
か
り
学
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
し
、
小
林
玄
先
生
は

「
学
部
生
と
大
学
院
生
が
縦
割
り
で
協

働
す
る
こ
と
は
画
期
的
で
他
大
で
も
類

を
見
な
い
。
上
の
学
年
が
下
の
学
年
の

意
見
を
整
理
し
た
り
助
言
し
た
り
す
る

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
覚
と
自
信
が
生

ま
れ
、
成
長
し
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
と
実
際
に
接
し
、

目
標
・
計
画
を
立
て
て
支
援
す
る

最大の魅力は3・4年生と院生が
チームで実習に取り組めること。
目標に向かって話し合い、実習を
することは容易ではありませんが、
大きな達成感があります。将来、
教員になってからも活用できると
思いながら、真面目に楽しく取り
組んでいます。

この実習ならではの達成感

 （教育発達4年）
岡田朋哲

小林潤一郎先生 小林玄先生

子どもが「仲間」や「協力」について学ぶ活動として、お菓子作りを実施。

記録して活動を
振り返り

学生と共に一般の
聴講者も参加

タイ東北部の農村に滞在。みんなで空芯菜を収穫。

上／ 6月20日・7月4日に開催された歴史的建造物
見学会。
下／港区の指定有形文化財でもある記念館。建築様式
について説明しました。

重冨真一先生

タイ語ができないながらも、タ
イ人学生や農家の方にどんどん
話しかけることが意思疎通につ
ながり、企業取材でもたくさん
質問することで調査の充実度が
高まりました。積極的な働きか
けにより、いくらでも状況を変
えられることを実感しました。

積極的な行動の大切さを実感

 （国際3年）
丹羽翔子

に
す
る
。
学
生
た
ち
も
『
ポ
ー
（
父
）
』

『
メ
ー
（
母
）
』
と
慕
い
、
別
れ
る
時
号

泣
し
て
い
る
。
人
は
ま
わ
り
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
、
そ
の
関
係
の
中
で
生
き

て
い
る
。
自
分
の
命
は
自
分
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

（
重
冨
先
生
）

収穫作業も貴重な体験

高原孝生先生 渡辺祐子先生

　

教
育
問
題
の
解
決
策
を
検
討
し
、
テ

ー
マ
を
決
め
て
新
た
な
提
案
を
行
う
演

習
で
す
。
春
学
期
に
は
、
教
員
を
目
指

す
学
生
た
ち
が
、
母
校
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
同
時
に
、
発
表
の
上
達
を
目
指

し
、
歴
史
的
建
造
物
見
学
会
で
の
案
内

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

岡
明
先
生
は
「
卒
業
後
、
教
員
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
何
を
ど
う
伝
え
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
直
面
す
る
。
話
す

前
に
大
切
な
の
は
下
調
べ
だ
が
、
そ
の

調
べ
方
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
わ
か
り
や
す
く
話
さ
な
い
と
伝
わ
ら

教
員
に
不
可
欠
な

 「
人
前
で
話
す
こ
と
」を
体
験

 

教
職
課
程

 │
水
曜
2
限
│
通
年
│
白
金
│

 「
教
育
研
究
演
習
」

人前で話す機会が多いこのゼミ
で、何かを伝えるには話し手の
視点が重要だと学びました。自
分なりの面白さや疑問から出発
することで、伝わりやすい構成
を考えることができます。見学
会ガイドの実践を通して、大き
な自信を得られました。

伝わる「視点」を意識する

 （社会福祉3年）
浅倉みなみ

岡明秀忠先生

な
い
。
学
生
た
ち
は
見
学
会
で
、『
入
念

な
準
備
が
必
要
』『
覚
え
て
か
ら
話
し
た

方
が
よ
り
伝
わ
る
』
な
ど
と
実
感
し
て

い
た
。
予
行
演
習
も
経
て
堂
々
と
話
し
、

失
敗
も
ス
テ
ッ
プ
に
変
え
て
い
た
こ
と

を
評
価
し
た
い
」と
振
り
返
り
ま
す
。

大勢の参加者を前に説明！

※4年生の科目名。3年生の科目名は「特別支援臨床基礎実習B」
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